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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、4人の政治学研究者、文化人類学研究者、社会心理学研究者、犯罪学
研究者の合計7人による共同研究である。研究成果は、研究成果報告書に纏められており、それぞれ「多民族地
域『ボスニア』における民族間関係の過去と現在」。「ボスニア紛争の被害者と移行期正義」「人道的介入とジ
ェンダー政治」「和解という道筋の可能性を考える」「国防改革の成功と代償」「現代ボスニア・ヘルツェゴヴ
ィナに民族間対立はあるか？」「紛争後のボスニア・ヘルツェゴヴィナにおける民族的アイデンティティ及び共
通内集団アイデンティティが社会秩序に与える影響」として寄稿されている。

研究成果の概要（英文）：This research project was a joint research by four political scientists, a 
cultural anthropologist, a social psychologist, and a criminologist. The research results were 
summarized into a final research report. Its contents are “The Past and Present in Inter-Ethnic 
Relations in Multi-Ethnic Bosnia,” Victims in the Conflict in Bosnia and Transitional Justice,” “
Human Intervention and Gender Politics,” Possibility of Reconciliation as a Pathway,” “Success 
and Costs in Reform of Defense Sector,” “About the Existence of Inter-Ethnic Conflict in Present 
Bosnia,” and “The Influence of Ethnic and Common Ingroup Identities upon Social Order in 
Post-Conflict Bosnia.”

研究分野：国際政治史、バルカン地域研究、比較地域紛争研究

キーワード： ボスニア　移行期正義　和解　国家制度　治安部門
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究における「たこつぼ」化が言われて久しい。本研究課題は、そうした「たこつぼ化」にどのように向き合う
べきかに関するひとつの試みである。本研究課題において、「たこつぼ化」をどのように克服することができた
かどうかについて、短期的な成果としては明らかではない。しかしながら、本研究課題の研究代表者・分担者
が、ボスニアでの現地調査やその後の研究報告を行う中で、専門分野間で忌憚のない議論を行い、それが本来の
研究対象を相対化しつつあることは明らかである。中長期的には、それが「たこつぼ化」を打破する、迂遠では
あるが、確実な方法である。その意味で、本研究課題の学術的意義は十分に評価できるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ボスニアでは、主要 3民族（ボスニア系、セルビア系、クロアチア系）間の対立を軸に展開し
た武力紛争が 1992 年 4月から 1995 年 11 月まで継続し、多数の犠牲者と難民を生み出した。
紛争を終了させたデイトン合意によってボスニアはボスニア連邦とセルビア人共和国という 2
つの構成体に分けられ、20 年後の現在でも国家統合が進んでいない。しかし、武力紛争後のボ
スニアにおける国家統合に対する阻害要因は、デイトン合意による国家制度の設計に起因する
ものだけではない。本研究は、複数の専門分野（比較政治学、文化人類学、社会心理学、犯罪学、
ジェンダー研究、地域紛争論）の知識・知見から、紛争後のボスニアにおける国家統合に対する
様々な阻害要因を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究課題は、紛争後のボスニアにおける国家統合に対する阻害要因に関して、複数の専
門分野（比較政治学、文化人類学、社会心理学、犯罪学、ジェンダー研究、地域紛争論）から明
らかにすることを目的としているが、問題点を明確化する為に、特に国家制度、民族浄化、移行
期正義という 3点から分析する。 
（２）本研究課題では、様々な専門分野の研究者が、紛争後のボスニアという同じ研究対象を分
析することになる。その結果に、単一の専門分野からでは解明が不可能である武力紛争について
複眼的に取り組むことで、武力紛争の全体像が明らかになり、武力紛争一般の解明へと繋がる可
能性を提示できる。 
（３）同じ事例を取り上げることで、それぞれの専門分野間の対話が始まることになる。これは、
日本の学術研究においてしばしば懸念される研究分野の「タコツボ化」に対してひとつの選択肢
を提示することにも繋がる。対話を通じて、各専門分野に新たな刺激を与えることにもなり、そ
れが新たな研究のシーズとなる可能性も提示できる。 
 
３．研究の方法 
（１）研究の目的に沿って、研究体制を以下のように組織した。 
「国家制度」担当：月村太郎（同志社大学、専門は地域紛争論、バルカン地域研究）／本名純（立
命館大学、専門は比較政治学、東南アジア地域研究） 
「民族浄化」担当：研究分担者：窪田幸子（神戸大学、専門は文化人類学、オーストラリア地域
研究、先住民研究）／熊谷智博（法政大学、専門は社会心理学）／上田光昭（同志社大学、専門
は犯罪学） 
「移行期正義」担当：大串和雄（東京大学、専門は比較政治学、ラテンアメリカ地域研究）／竹
中千春（立教大学、専門はジェンダー研究、南アジア地域研究） 
各担当の調整や全体の統括は研究代表者の月村が行い、ボスニアでの現地調査については、ヤス
ミナ・ガヴランカペタノヴィッチ＝レジッチ（サライェヴォ大学）に調整などを依頼した。 
 
（２）ボスニア現地調査は、2018 年 8 月から 9 月にかけて実施した。全体としてのインタビュ
ーの後、（１）の研究組織別に動くことが基本であったが、各自の滞在スケジュールや相互の調
査乗り入れから、別組織の調査に参加することもあった。調査対象は、OHR や EUFOR などの国際
機関、ボスニアやボスニア連邦の政府機関、大学やアカデミーの研究者、政党関係者、NGO 関係
者など多岐に渡った。調査都市も、サライェヴォのほか、セルビア系の中心都市のバニャ・ルカ、
クロアチア系の中心都市のモスタル、国際管理下にあるブルチュコなどボスニア全土に及んだ。 
 
（３）各人の研究は、研究代表者が本務校の同志社大学を会場として主宰する地域紛争研究会の
例会で報告されたほか、現地調査事前の打ち合わせ、成果報告書の作成に向けた打ち合わせなど
を行った。 
 
４．研究成果 
（１）最終的な研究成果は成果報告書「武力紛争後状況の多元的研究」として 2020 年 3月に纏
められた。今後の市販ルートでの刊行を目指している。本報告書の構成と各章の概要は以下の通
りである。 
 
（２）第 1章「多民族地域『ボスニア』における民族間関係の過去と現在」（月村太郎）：ボスニ
ア紛争後に成立したデイトン体制は権力共有と権力分割を組み合わせた複雑な分権システムで
あり、特に国家レベルの権力共有においては、構成主要 3民族に実質的相互拒否権を与えるなど
民族間関係の維持に配慮がなされている。しかし、そうした分権システムが現在のボスニアの政
治的閉塞状況の主要な原因のひとつとなっているのである。しかも、グローバル化の進行は、ボ
スニアにも経済成長を求める結果となっている。ボスニアの事例は、リベラルな平和構築（国家
建設）がグローバル化と両立困難であることを明示している。 
 
（３）第 2章「ボスニア紛争の被害者と移行期正義－インタビューからの考察」（大串和雄）：イ
ンタビュー調査の結果は、基本的に先行研究の内容と変わりない。そこでは民族的ダブルスタン
ダードが一般的である。ダブルスタンダードは、しばしば正確な知識に基づかない誤った認識か



ら生まれる。民族的に偏向したメディアや政治家の発言を情報源としていることも多い。誤った
事実認識の矯正は和解の第一歩であり、その為にも民族別に偏向した歴史教育の改革は急務で
ある。また、少数ながら”PRO-Future”のスピーカーもおり、彼らの中には他民族によって救助
された経験が心の変化をもたらすという経験者がいた。この経験を社会に広めることは有効で
あろう。 
 
（４）第 3 章「人道的介入とジェンダー政治－ボスニア紛争の南アジアへのインパクト」（竹中
千春）：大きな影響を与えた「ボスニア・モデル」は成立後に四半世紀が経過し、客観的に評価
されるべき時期を迎えているとも言える。しかし現地調査では、多くの関係者が、今日のボスニ
ア問題の根源はデイトン合意にあるという見方を示した。即ち、国際社会の介入によって紛争を
終わらせることと多民族共存の民主主義社会を建設することとの間には越えがたい溝があると
いうことである。紛争と紛争後社会を人間的な視線から改めて見直す作業が必要である。 
 
（５）第 4章「和解という道筋の可能性を考える」（窪田幸子）：ボスニアにおけるインタビュー
では、殆ど全てのひとが和解の重要性を認めていた。和解において重要な論点は、まず批判的記
憶の醸成である。戦争犯罪については、自集団の犯罪性を稀釈化する態度が一般的である。これ
に対して、批判的過去の情報の共有により、過去の過ちに向き合う可能性が生まれる。次に「脱
領土化」である。これには、彼我の犠牲者意識を合流させる相互参照が有効であり、グローバル
化の進行によりそれがむしろ容易になる可能性がある。 
 
（６）第 5章「国防改革の成功と代償－ボスニア・ヘルツェゴヴィナとインドネシアの考察」（本
名純）：ボスニアとインドネシアとは、国防部門改革という共通の課題を抱え、国防部門の安定
化に成功したという評価を共に国際社会から受けている。両者の成功の共通性は、「古い既得権
益の温存」をめぐる妥協に関する政軍エリート間のコンセンサスと新たな権力均衡の存在であ
る。国際社会は「安定」を評価しているが、その代償については沈黙している。こうした力学は
同様な成功を収めた多くの国で働いているのであろう。 
 
（７）第 6章「現代ボスニア・ヘルツェゴヴィナに民族間対立はあるのか？」（上田光昭）：質問
紙調査を通じて得られた結果において注目すべきは、紛争終了後から四半世紀しか経過してい
ないボスニアにおいて、他民族が自分の同僚・級友や近隣住民になることについて、少なくとも
排他的ではないという点である。これは将来の共生可能性を強く示す証左である。その原因とし
ては、共生の歴史が挙げられよう。紛争やジェノサイドの原因を民族対立だけに求めることには
合理性・妥当性がないように思われる。これらの解明には多角的な分析が必要である。 
 
（８）第 7章「紛争後ボスニア・ヘルツェゴヴィナにおける民族的アイデンティティ及び共通内
集団アイデンティティが社会秩序に与える影響」（熊谷智博）：質問紙調査で得られた結果として、
ボスニア系への同一化が共通内集団アイデンティティであるボスニア国民アイデンティティを
介して紛争後社会の再興に寄与する要因を強めていたのに対して、セルビア系、クロアチア系の
民族的アイデンティティは障害となる影響を与えていた。これは共通内集団アイデンティティ
の効果に関するモデルの主張と異なる。モデルの適用には、集団間の勢力差や隣国との関係など、
具体的な要因の役割などについて明らかにする必要がある。 
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